
 

 

平成 28年 10月 28日 

各  位 

 

株式会社 仙 台 銀 行 

株式会社 日本政策金融公庫 

  仙台支店・農林水産事業 

 

 

株式会社日高見牧場グループに対する協調融資について 

 - 大規模な肉用牛事業の取り組みに対して事業性評価融資で協調支援 - 

 

 

株式会社仙台銀行（本店 仙台市 頭取 鈴木 隆）および株式会社日本政策金融公庫（略称：

日本公庫）仙台支店農林水産事業は、大規模肉用牛経営を展開する株式会社日高見牧場（本

社 登米市 代表取締役 佐藤 寿男）と同社グループ企業の株式会社日高見ファーム（本社 登

米市 代表取締役 佐藤 健）に対して、事業性評価融資による協調支援を行いましたのでお知

らせします。 

 

株式会社日高見牧場グループ（以下、「同社グループ」）は、自社ブランド「日高見牛（※）」

を安定して消費者に届けるとともに、仕入コストの削減などを目的に、日高見ファームを主

体とする大規模な肉用牛一貫経営に取り組みます。肉用牛の繁殖から肥育、肉牛出荷までを

全て行う肉用牛一貫経営を大規模に取り組むことで、グループのノウハウを最大限活用した

攻めの経営展開を開始いたします。 

 仙台銀行ならびに日本公庫は、同社グループの経営能力の高さや、今後の外部環境の変化

に対応していくための肉用牛の大規模安定生産、自社ブランドの認知度向上戦略（経営戦略）

を高く評価し、事業性評価に基づく融資を行い、同社グループの経営展開を全面的に支援す

ることといたしました。 

 

 今後とも、仙台銀行と日本公庫は相互の連携を一層強化し、地域経済の活性化を図るべく、

最適な金融支援や本業支援を実施してまいります。 

 

 

※  飼養環境や独自の配合飼料等に基づき、口溶け、風味、健康面などを重視した同社

グループのブランドで、交雑種は「サラダのように、毎日食べたい健康的なお肉」、

黒毛和種は「霜降りで、サラリとした味わい」をキャッチフレーズとしております。 

 

 



 

 

 

＜企業概要ならびに事業概要＞ 

 

 

 

＜事業性評価について＞ 

事業性評価とは、金融機関が、現時点での財務データや保証・担保にとらわれず、企

業訪問や経営相談等を通じて情報を収集し、事業者の事業の内容や成長可能性などを適

切に評価することで、仙台銀行ならびに日本公庫は、事業性評価に基づく融資や助言を

行うことで、地域産業の更なる成長支援に取り組んでおります。 

 

 

以 上 

 

 

    

企業名 
株式会社 日高見牧場   代表取締役 佐藤 寿男 

株式会社 日高見ファーム 代表取締役 佐藤 健 

所在地 宮城県登米市 

【事業の概要】 

・株式会社日高見牧場は、昭和 62年に法人化し肉用牛の肥育関連事業を主体に経営して

おります。 

・株式会社日高見ファームは、平成 28年 3月に設立した新設法人で、グループ内におい

て肉用牛一貫経営を担い、将来は繁殖牛で 700 頭規模まで拡大する計画です。 

・仙台銀行ならびに日本公庫は、佐藤寿男氏、佐藤健氏の的確なリーダーシップなどの

経営能力、グループ全体で 1 万頭規模の安定した経営と自社ブランド「日高見牛」の

認知度向上を目指す経営戦略を高く評価し、同社グループが実施する大規模肉用牛一

貫経営事業に、「事業性評価融資」の審査スキームを活用し支援いたしました。 

・具体的には、仙台銀行は株式会社日高見牧場の堆肥化処理設備の建設資金等（総額 6

億円）を融資し、日本公庫は、株式会社日高見ファームの農場整備資金と、牛の仕入

や飼料費等の長期運転資金（総額 14億円）を融資することで、同社グループの肉用牛

一貫経営の展開を支援することといたしました。 

 

本件に関する問合せ先 

仙台銀行 地元企業応援部企画室      佐々木    電話：022-225-8310 

日本政策金融公庫 仙台支店農林水産事業  渡辺、五十嵐 電話：022-221-2333 


